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クリスマスメニュー

おいしい料理に舌つづみ 接客もていねいです

コロナ禍だからこそ、施設同士で協力　コロナ禍だからこそ、施設同士で協力　
カ
フ
ェ
み
つ
わ
で
ラ
ン
チ

カ
フ
ェ
み
つ
わ
で
ラ
ン
チ

　

あ
す
な
ろ
の
利
用
者
な
ど
33
名
が
、
カ
フ
ェ
み
つ
わ
で
ラ
ン

チ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
各
事
業
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
外
出
や
外
食
の
自
粛
が
続
く
中
、
利
用
者
さ

ん
の
感
染
予
防
・
対
策
を
行
っ
た
上
で
の
余
暇
活
動
の
開
催
に

頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
今
回
の
企
画
は
、
事
業
所
同
士
が
協
力
で
き
て
と

て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
み
つ
わ
さ
ん
の
ス
タ
ッ

フ
の
ご
好
意
で
特
別
な
メ
ニ
ュ
ー
で
お
迎
え
し
て
い
た
だ
き
、
お
し
ゃ
れ
な

雰
囲
気
と
食
事
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
事
業
所
間
で
協
力

し
て
楽
し
い
企
画
が
で
き
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。



なすからすやま社協だより　２

第第
1717
回
社
会
福
祉
振
興
大
会
を
開
催

回
社
会
福
祉
振
興
大
会
を
開
催

　
福
祉
関
係
者

　
福
祉
関
係
者
2323
人
・
人
・
88
団
体
を
表
彰

団
体
を
表
彰

振
興
大
会
受
賞
者

振
興
大
会
受
賞
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

２
月
19
日
、
第
17
回
那

須
烏
山
市
社
会
福
祉
振
興

大
会
を
本
会
烏
山
支
所
で

開
催
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
例
年
の
表
彰
式

か
ら
規
模
を
縮
小
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
永
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
活
動
の

功
労
者
、
多
額
の
浄
財
の

寄
付
者
な
ど
、
23
人
と
８

団
体
に
表
彰
状
、
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

〇
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
功

労
者

高
橋
千
代
・
丸
山
房
子
・
河
原
由

美
・
塩
野
目
省
三
・
根
本
健
・
真

岡
市
消
費
者
友
の
会
代
表
日
下
田

節
子
・
荒
井
歌
子
・
小
池
和
子

〇
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

久
保
居
壽
子
・
大
谷
頼
正
・
越
井

み
ど
り
・
平
山
久
美
子
・
塩
田
勇
一・

服
部
智
子
・
樋
山
康
男
・
馬
籠
政

光
・
小
原
澤
英
雄
・
荻
野
目
武
久
・

木
村
友
子

〇
社
協
役
員
・
評
議
員
功
労
者

菊
池
喜
平

〇
そ
の
他
個
人
の
功
労
者

高
田
香
代
子
・
小
沼
清
利

〇
福
祉
功
労
団
体

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
マ
イ
ル
代

表
小
島
比
佐
子
・
大
金
台
ふ
れ
あ

い
の
里
管
理
運
営
委
員
会
会
長
土

井
文
夫
・
仲
町
ふ
れ
あ
い
の
里
管

理
運
営
委
員
会
会
長
丸
山
美
和

子
・
下
川
井
上
ふ
れ
あ
い
の
里
管

理
運
営
委
員
会
会
長
網
野
勝

〇
感
謝
状

連
合
栃
木
那
須
地
域
協
議
会
・
荒

井
博
子
・
㈱
凮
月
カ
ン
ト
リ
ー
俱

楽
部
・
平
石
和
雄
・
南
那
須
工
業

ク
ラ
ブ

　

こ
の
大
会
は
、
福
祉
社
会

の
更
な
る
充
実
を
願
い
、
福

祉
活
動
功
労
者
の
表
彰
と

誰
も
が
身
近
な
地
域
の
中

で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
市
民

の
連
携
と
福
祉
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。　

心
温
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

心
温
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
て
、
企
業
、
学
校
、
商
店
な
ど
多
く
の

方
々
か
ら
、
温
か
い
善
意
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
栃
木
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
、
県
内

の
民
間
施
設
や
那
須
烏
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
、
援
助
を
必

要
と
す
る
方
々
へ
の
地
域
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

赤い羽根共同募金実績一覧
区　　分 金額（円） 募金者概数 備　　考

戸別募金 4,127,900
市内

各自治会

法人募金 347,000 109 事業所 企業・事業所数

学校募金 49,551 9 校 学校等数

職域募金 209,496 28 箇所
企業・
事業所等の数

その他
の募金

7,800 ５
個人募金・
店舗募金箱等

合　　計 4,741,747
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新
神
長
公
民
館
は
８
年
前
の

自
治
会
総
会
に
お
い
て「
今
後
少

子
化
が
進
む
中
、新
た
に
公
民
館

を
建
て
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に

な
っ
て
し
ま
う
」
と
建
設
案
が
採

択
さ
れ
、そ
の
後
自
治
会
会
員
の

建
設
資
金
積
み
立
て
や
様
々
な
準

備
等
を
経
て
建
設
し
、令
和
３
年

12
月
５
日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、令
和
４
年
４
月
に
は
高

齢
者
の
健
康
の
維
持
管
理
を
目
的

と
し
た
「
神
長
ふ
れ
あ
い
の
里
」

が
発
足
す
る
予
定
で
す
。立
上
げ

に
お
い
て
は
、既
存
の
「
神
長
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
が

主
体
と
な
り
、各
自
治
会
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
下
、準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、実
際
の
運

営
に
お
い
て
は
、ス
タ
ッ
フ
、参
加

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

民
生
児
童
委
員
で
す

民
生
児
童
委
員
で
す

地
域
養
護
の
推
進

南
那
須
地
区
　
越
井
み
ど
り

　

民
生
児
童
委
員
の
定
例
会
で
は

「
花
咲
く
郷
土
」
を
斉
唱
し
ま
す

♪
光
も
と
め
て
呼
ぶ
声
に･･

と
歌

う
と
き
、
民
生
児
童
委
員
の
役
目

を
改
め
て
思
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
定
期
的
に
資
質
向
上
の
た
め

の
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
１
月
に
中
止
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
研
修
会
の
講
師
の
社
会

福
祉
法
人
養
徳
園
総
合
施
設
長
福

田
雅
章
様
か
ら
送
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
研
修
の
資
料
を
私
が
読
み

取
っ
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
児
童
養
護
施
設
は
、
戦
後
多
く

の
戦
災
孤
児
を
収
容
保
護
す
る
た

め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
は
、
虐
待
に
よ
り
養
護
施
設

を
必
要
と
し
て
い
る
子
供
た
ち
が

　
～
地
域
交
流
の
拠
点
と
し
て
～

　
～
地
域
交
流
の
拠
点
と
し
て
～

新
た
な
神
長
公
民
館
が
落
成

新
た
な
神
長
公
民
館
が
落
成

令和４年度ボランティア活動保険のお知らせ
　令和３年度にご加入いただいている「ボランティア活動保険」の補
償期間は、令和４年３月 31 日までです。引き続いての加入や新たに加
入を希望される方は、更新・加入の手続きが必要となります。

　　　　　　　加入プラン
保険金の種類 基本プラン 天災・地震

補償プラン
特定感染症
重点プラン

ケガの
補償

死亡保険金 1,040 万円
後遺障害保険金 1,040 万円（限度額）
入院保険金日額 0.6,500 円
手　術
保険金

入院中の手術 65,000 円
外来の手術 32,500 円

通院保険金日額 04,000 円
特定感染症 補償開始日から10日以降 初日から

地震・噴火・津
波による死傷 × ○ ○

賠償責任
の補償 賠償責任保険金 5 億円（限度額）

年間保険料 ３５０円 ５００円 ５５０円
※ボランティア活動の行き帰りも保障されます。

問合せ ･ 申込先：社会福祉協議会本所・支所

《鍵譲渡式の様子》

公民館全景

者
の
垣
根
を
低
く
し
て
、参
加
者

の
得
意
な
こ
と
を
生
か
し
、時
に

は
講
師
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
う

等
、地
域
の
人
々
そ
れ
ぞ
れ
に「
出

番
」や「
役
割
」
を
担
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

神
長
地
区
長
の
滝
田
道
明
さ

ん
は「
現
在
、神
長
地
区
で
は
、神

長
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
、ド
ン
ド
龍

神
祭
、秋
の
そ
ば
祭
り
、ク
リ
ス

マ
ス
会（
各
育
成
会
）、ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
チ
ル
ド
レ
ン（
神
長
自
然

を
守
る
会
）等
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
活
動

が
さ
ら
に
活
性
化
す
る
よ
う
に
、

新
公
民
館
を
有
効
的
に
活
用
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。自
治
会
と

し
て
も
、地
域
の
皆
さ
ん
が
楽
し

く
参
加
で
き
る
よ
う
な
新
し
い
企

画
を
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
新
公

民
館
を
通
し
て
、子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
神
長
地
区
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

新
し
い
公
民
館
を
中
心
と
し
た

今
後
の
神
長
地
区
の
取
組
か
ら
目

が
離
せ
ま
せ
ん
。

多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
大
人

数
を
養
育
す
る
こ
と
か
ら
、
一
人　

一
人
に
家
庭
の
温
か
さ
を
大
切
に

し
た
養
育
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
里
親
制
度
も
充
実
し
て
き

ま
し
た
。
施
設
養
育
か
ら
家
庭
で

の
養
育
を
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
日
の
子
育
て
は
、
親
戚
の
手

を
借
り
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
希
薄

に
な
っ
た
近
所
付
き
合
い
か
ら
地

域
の
大
人
か
ら
の
援
助
も
難
し
い

現
実
が
あ
り
ま
す
。
子
供
を
在
宅

の
ま
ま
地
域
か
ら
離
さ
な
い
で
家

庭
ま
る
ご
と
、
地
域
で
育
て
上
げ

て
い
く
、
地
域
養
護
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
】

　

国
は
「
自
立
支
援
18
歳
上
限
撤

廃
」
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

が
、
青
少
年
の
自
立
支
援
を
進
め

る
こ
と
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。
相
談
す
る
術
も
実
家
も
な
く

頼
る
人
も
な
い
若
者
が
自
立
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
困
難
を

伴
い
ま
す
。
途
方
に
暮
れ
た
時
、

「
今
私
は
困
っ
て
い
る
」
と
い
う

声
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
地
域

が
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
福
田
氏
の

い
う
「
地
域
養
護
の
推
進
」
を
考

え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。



　

ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター だ よ り

なすからすやま社協だより　４

JAなす南　青壮年部・女性会から物品寄付をいただきました

ボランティア関係の情報がありましたら、ぜひお寄せください。お待ちしています！！　　

問合せ先　市社会福祉協議会（ボランティア担当：大森）☎８４－１２９４

社会福祉協議会は、 皆さんの 「心」 に支えられて活動しています。 ご理解とご協力をお願いします。 

心配ごと相談　日常生活上のあらゆる心配ごとに応じます！

場　　　　所 期　　　　日
本所（田野倉）

（時間9：00～12：00）
健康福祉センター　☎88－7881

４月20日（水）（行政・人権相談併催）

５月18日（水）（行政・人権・県民相談併催）

社協烏山支所（初音）
（時間9：00～12：00）
☎84－1294

４月6日（水）（行政・人権相談併催）

５月４日（水）みどりの日のため休み

協力事業所と受注作業  （12・1月分）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
丸星食品㈱
㈱シオダ

㈲菊地製作所

切干大根袋詰め
ピン取り出し
・袋詰め他
スペア組み他

㈲大森紙器
エム・シー・アイ㈱
㈲坂本製作所　　
㈲菊地製作所
㈱三森製作所
㈲八紘電子
藍百姓 藍松

箱折り
自動車部品選別等
自動車部品選別等
ゴーグルケース等
布切り
ヨリ戻し
種袋入れ等

寄　付（敬称略）

12月1日～1月31日
社 会 福 祉 振 興 基 金

下境下いきいきクラブ
こがやお客様一同
南那須工業クラブ
那須烏山商工会

（募金箱）
㈱アド・ワークス

28,396円
2,057円

100,000円

2,216円
10,000円

善　意　銀　行
烏山地区配食サービ
スボランティア 1,010,042円

福祉サービス利用状況

（1月末現在）

介護保険サービス

ホームヘルプサービス
ケアプラン作成
介護予防ケアプラン作成

124件
146件
35件

介護保険以外のサービス

障害者ホームヘルプ 5件

児童発達支援事業契約数
放課後等デイサービス契約数
障害児相談支援契約

29件
38件

102件

あすてらすサービス契約数
法人後見

17件
11件

アルミ缶（単位：個）（敬称略）（12月1日～1月31日）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
中山　寛行
滝口　悟
岩間　泉
大野　伯恵
仲山　正夫
野口　節
高野　英知
川上　智恵子
髙田　悦男
平山　かつとし
(有）安藤家具
中山　功
小池　つねお
横山　泰平
佐藤　隆
塚原　喜一
吉川　次雄
愛和苑

（株）アヤラ産業
（株）矢崎部品
（株）日本技研
（株）東北化工
関加工所
(株)シオダ
大桶上自治会有志
佐藤自動車整備工場
ペット霊園那須烏山
上川井匿名
粂川　康志朗
植村　篤子
高瀬　正彦
鈴木　喜代子
桜井商店
匿名

800 
530 
176 
230 
237 
480 
430 
512 
650 
400 
600 
500 
130 
100 
600 
100 

1,400 
1,000 
1,600 

12,672 
150 
650 
400 
350 

1,500 
300 
90 

240 
150 
190 

1,800 
300 
500 
400

相澤クリーニング
青木　博
あづま美容室
海野　篤史
漆原　義孝
絵本喫茶ぱたぽん
大桶中・下協力者
大島　靖久
大谷　修一
大貫　保
小野　幸夫
小川床屋
神長中自治会協力者
㈱城東製作所
上境上平協力者
上境中組有志
笠井レストラン
釜銀
興野直売所協力者
金３子供みこし
黒須　正夫
敬愛荘
小泉　徳男
小原沢自治会協力者
小森　キヨ
坂田屋商店
澤村　幸男
JAなす南
下境尼寺組協力者
下境上自治会協力者
下境西組協力者
小規模多機能ホームなごみ
白木屋
高田　正一
高橋　一夫　
高橋　孝雄
高橋　任
田村　圭之
中央協力者
束原商店
栃木県庁南那須庁舎
中村商店
中山集落有志一同　
那須烏山商工会
那須南トラベル
生魚商店
成瀬　一郎
根本　章
野上　明光
八ケ平自治会協力者
パチンコZAPP
ヒロコダンススタジオ
富士山苑
益子　淳一
増子製麺
水井　茂
湊　万理子
山あげそば店
矢野　雄一
㈲大森紙器
和久　運
和智　祐一
ワンステップ那須烏山

7５0
３60
200
1５0
2３0
8３0

2,0５0
1５0
1５0
1５0
160
2４0
80

600
３20
３00
160
680
４５0
8３0
３20
900
３00
200
900
３90
80

160
３00

1,9５0
680
7５0
2３0
４５0
３80
80

３,990
1,0５0

7５0
80

３00
３00

6,6５0
1,３５0

４５0
３00
600
５４0
2３0
7５0

1,200
３00

2,0５0
7５0
３00
200
４0

３80
３00
５00
３00
３00
600

（合計　30,167個） （合計　41,470個）

　JAなす南の職員や青壮年部の佐藤剛部長、女性会の沼田美佐江会長が１１月５日と２月３日に本会を
訪れ、多くの食品や日用雑貨の寄付をしていただきました。JAなす南青壮年部と女性会の皆様が、コロ
ナ禍の影響により困っている世帯や施設に届けてほしいと、お米、缶詰、レトルト食品、石鹸や洗剤等
の日用雑貨を集めてくださいました。お預かりした物品は本会を通じ、生活困窮世帯支援団体や市内相
談機関、福祉施設等、必要としている団体や機関へ届けさせていただきます。
　真心のこもった多くの寄付をいただき、誠にありがとうございます。


